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新
井
白
石
の
知
識
世
界
序
説

李  　
　
　
　
　
　
　

梁

は
じ
め
に

江
戸
時
代
（1603–1868

）
を
通
じ
て
、
一
介
の
儒
者
と
し
て
政
治
に
参
与

し
、
内
外
か
ら
高
い
名
声
を
得
た
も
の
は
、
新
井
白
石
（1657–1725

）
を

措
い
て
ほ
か
は
ま
ず
い
な
い
。
白
石
研
究
の
第
一
人
者
だ
っ
た
宮
崎
道
生
が

述
べ
た
よ
う
に
、
白
石
は
﹁
学
は
和
漢
洋
を
兼
ね
、
そ
の
学
問
を
現
実
政
治

に
活
か
し
、
近
世
後
半
期
に
お
い
て
は
儒
学
諸
流
派
の
み
な
ら
ず
、
国
学

者
・
蘭
学
者
に
も
多
大
の
刺
戟
影
響
を
あ
た
え
、
さ
ら
に
近
代
に
入
っ
て
以

後
も
学
界
に
引
き
続
き
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
点
で
、
近
世
の
学
者
思
想
家

中
、
新
井
白
石
に
匹
敵
す
る
人
物
は
い
な
い
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
１
﹂。

あ
え
て
そ
の
驥
尾
に
附
し
て
少
々
敷
衍
す
る
と
、
儒
学
者
と
し
て
は
、
白
石

の
学
識
は
同
時
代
の
殆
ど
す
べ
て
の
学
問
領
域
に
及
び
、
か
つ
そ
の
著
述
も

1 

宮
崎
道
生
『
新
井
白
石
の
史
学
と
地
理
学
』、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和63

年3

月
、
序

論
、
頁1

。

量
質
と
も
天
下
随
一
と
言
っ
て
よ
い
２
。
と
り
わ
け
際
立
っ
た
の
は
、
い
わ

ゆ
る
鎖
国
時
代
の
最
中
で
も
、
彼
は
自
ら
西
学
に
親
し
み
、『
采
覧
異
言
』、

『
西
洋
紀
聞
』
な
ど
と
い
っ
た
西
学
の
専
門
書
を
著
わ
し
、
事
実
上
、
蘭
学
、

洋
学
の
開
山
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
。
他
方
で
は
、
ま
た
長
年
侍

講
と
し
て
君
側
に
仕
え
な
が
ら
、
政
治
的
幕
僚
（
儒
官
）
と
し
て
、
地
方
藩

政
か
ら
幕
府
の
最
高
レ
ベ
ル
の
政
治
に
直
接
参
与
し
、
数
々
の
政
策
提
言
、

政
策
の
実
行
に
凄
腕
を
ふ
る
っ
て
い
た
。
要
す
る
に
、
白
石
の
生
涯
の
作
為

を
通
じ
て
み
れ
ば
、
ど
れ
も
一
種
の
時
代
を
超
越
す
る
開
放
性
、
真
理
概
念

の
普
遍
性
（
例
え
ば
、
彼
の
西
学
と
西
教
へ
の
態
度
、
史
料
④
参
照
）、
並

び
に
合
理
主
義
の
精
神
（
例
え
ば
、
彼
の
鬼
神
論
、
と
り
わ
け
史
論
、
史
料

①
②
③
参
照
）
を
表
し
、
当
時
の
日
本
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
全
域
に
お

2 

新
井
白
石
は
博
学
多
才
で
あ
り
、
生
涯
に
わ
た
る
著
述
は
、300

余
種
に
上
が
る
が
、

大
半
散
逸
さ
れ
た
。
現
存
す
る
の
は160

余
種
で
あ
り
、
殆
ど
今
泉
定
介
が
編
集
、
校

訂
『
新
井
白
石
全
集
』（
東
京
：
吉
川
半
七
、1905–1907

年
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
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い
て
も
、
彼
に
お
よ
ぶ
も
の
は
ま
ず
い
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。

一
、
先
行
研
究
と
本
文
の
狙
い

と
こ
ろ
が
、
そ
の
歴
史
的
存
在
の
大
き
さ
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、
今
日
で

は
、
白
石
は
、
萩
生
徂
徠
（1666–1728

）
や
本
居
宣
長
（1730– 1801

）
な

ど
の
、
い
わ
ば
近
世
思
想
史
の
本
流
に
必
ず
し
も
入
っ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。
そ
れ
だ
け
に
、
白
石
研
究
も
ま
た
、
内
外
の
研
究
者
か
ら
重
大
か
つ
持

続
し
た
関
心
を
惹
起
し
た
と
も
必
ず
し
も
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ

し
、
こ
う
い
っ
た
問
題
は
、
本
論
の
主
旨
と
直
接
に
関
連
し
な
い
た
め
、
こ

こ
で
は
、
あ
え
て
そ
の
因
果
論
の
討
究
を
避
け
た
い３
。

さ
て
、
管
見
の
限
り
、
今
日
で
も
、
白
石
研
究
の
第
一
人
者
は
、
ま
ず
宮

崎
道
生
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
に
よ
る
一
連
の
研
究
は
、
殆
ど
白
石

の
多
岐
に
わ
た
る
学
問
分
野
と
思
想
と
を
網
羅
し
て
お
り
、
す
ぐ
れ
て
示
唆

に
富
ん
で
い
る
４
。
そ
し
て
、
日
本
以
外
の
研
究
と
し
て
は
、
量
的
に
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
次
の
代
表
的
な
数
点
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

U
lrich K

em
per, Arai H

akuseki und seine G
eschichtauffassung: ein 

beitrag zur historiographie japan in der Tokugaw
a-zeit, W

iesbaden, 1967

（『
新
井
白
石
と
そ
の
史
観:

徳
川
時
代
日
本
歴
史
編
纂
学
へ
の
一
つ
貢
献
』）、

3 

荻
生
徂
徠
が
『
政
談
』
に
お
い
て
、
殆
ど
白
石
を
罵
倒
す
る
ほ
ど
激
し
く
非
難
の

矢
を
射
た
り
、
山
片
蟠
桃
も
『
夢
の
代
』
に
お
い
て
、
白
石
の
こ
と
を
嘲
笑
し
た
り

し
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
最
初
か
ら
近
世
本
流
の
思
想

家
の
系
列
に
白
石
が
置
か
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
村
井
淳
志
『
勘
定
奉
行
荻
原
重

秀
の
生
涯
︱
新
井
白
石
が
嫉
妬
し
た
天
才
経
済
官
僚
』（
集
英
社
新
書
、2007/2012

）

も
、
近
年
に
お
け
る
そ
う
い
っ
た
下
馬
評
の
延
長
線
上
に
あ
る
論
考
の
ひ
と
つ
だ
と

思
わ
れ
る
。

4 

宮
崎
道
生
に
よ
る
白
石
研
究
は
、
文
末
に
附
し
て
あ
る
参
考
文
献
要
覧
を
参
照
さ

れ
る
べ
し
。

K
ate W

ildm
ab N

akai, Shogunal P
olitics: A

rai H
akuseki and the 

Prem
ises of Tokugaw

a Rule, H
arvard U

nivertiy press, 1988

（
邦
訳
は
、

平
石
直
昭
、
小
島
康
敬
、
黑
住
真
ほ
か
訳
『
新
井
白
石
の
政
治
戦
略
：
儒
学

と
史
論
』、
東
京
大
學
出
版
會
、2001

年
）、
周
一
良
﹁
新
井
白
石
論
﹂（『
周

一
良
學
術
論
著
自
選
集
』、
首
都
師
範
大
學
出
版
社
、1995

年
）。
そ
の
ほ
か
、

新
井
白
石
の
自
叙
伝
『
折
た
く
柴
の
記
』
も
、
そ
れ
ぞ
れJoyce A

ckroyd

に

よ
る
英
訳
版Told Round a Brushw

ood Fire

（U
niversity of Tokyo Press, 

1979

）
お
よ
び
周
一
良
に
よ
る
中
国
語
訳
注
版
『
折
焚
柴
記
』（
北
京
大
學

出
版
社
、1998

年
）
が
あ
る
。

目
下
で
は
、
新
井
白
石
関
係
の
史
料
が
も
は
や
蒐
集
し
尽
く
さ
れ
た
と
は

言
え
な
く
と
も
、
新
た
な
重
大
な
発
見
が
さ
ほ
ど
望
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
本

論
の
狙
い
は
、
新
た
な
史
料
の
突
破
で
も
、
白
石
の
思
想
と
そ
の
時
代
の
贅

論
で
も
な
く
、
和
漢
洋
に
わ
た
る
白
石
の
知
識
世
界
が
如
何
に
構
築
さ
れ
た

か
、
言
い
換
え
れ
ば
、
白
石
の
知
的
生
い
立
ち
を
多
角
的
に
辿
り
な
が
ら
、

検
討
を
重
ね
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
と
同
時
に
、
い
わ
ゆ

る
思
想
的
連
鎖
と
い
う
視
点
よ
り
、
白
石
と
い
う
存
在
を
ほ
ぼ
同
時
代
の
東

ア
ジ
ア
の
社
会
と
思
想
的
状
況
に
お
い
て
比
較
検
討
を
重
ね
て
、
十
六
世
紀

以
降
、﹁
西
学
﹂
に
触
発
さ
れ
再
構
築
さ
れ
た
近
世
東
ア
ジ
ア
の
新
知
識
体

系
の
系
列
研
究
に
、
日
本
的
ケ
ー
ス
を
加
え
よ
う
と
企
図
す
る
も
の
で
も
あ

る
５
。

5 
西
力
東
漸
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
の
社
会
と
文
化
の
変
容
に
関
す
る
研
究
は
、
ま
さ
に

枚
挙
に
暇
が
な
い
。
こ
う
し
た
東
西
文
化
交
流
史
、
比
較
文
化
、
比
較
思
想
と
い
っ

た
視
角
か
ら
の
既
往
研
究
に
比
べ
、
こ
こ
十
数
年
来
、
一
種
の
新
し
い
研
究
視
角
ま

た
は
方
法
論
が
際
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
十
六
世

紀
以
降
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
諸
修
道
会
の
宣
教
活
動
に
伴
い
、
従
来
の
伝
統
的
知
識
体

系
︱
た
と
え
ば
、
朱
子
学
的
な
思
惟
世
界
と
そ
の
方
法
論
︱
が
大
き
く
変
容
を
来
し
、

代
わ
り
に
、
一
種
の
新
し
い
地
域
的
、
ま
た
は
ロ
ー
カ
ル
な
知
識
体
系
が
東
ア
ジ
ア
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二
、
江
戸
前
、
中
期
の
社
会
と
学
問
状
況

慶
長
八
年
（1603

）
年2

月
、
徳
川
家
康
（1542–1616

）
が
京
都
伏
見

城
で
御
陽
成
天
皇
よ
り
﹁
征
夷
大
将
軍
﹂
の
宣
下
を
受
け
、
江
戸
に
幕
府
を

開
き
、
徳
川
幕
藩
体
制
を
樹
立
し
て
か
ら
、
慶
応
三
年
（1868

）、
十
五
代

将
軍
徳
川
慶
喜
が
大
政
奉
還
ま
で
の265

年
間
を
江
戸
時
代
と
称
す
る
。
江

戸
幕
府
開
府
早
々
、﹁
篤
学
の
士
﹂
と
言
わ
れ
た
徳
川
家
康
を
は
じ
め
、
歴

代
の
将
軍
、
大
名
は
、
徳
川
幕
藩
体
制
を
補
強
す
る
た
め
、
一
連
の
制
度

（
例
え
ば
﹁
禁
中
並
公
家
諸
法
度
﹂、﹁
武
家
諸
法
度
﹂、﹁
参
勤
交
代
制
﹂
及

び
厳
し
い
身
分
制
度
）
の
制
定
の
ほ
か
、
ま
た
積
極
的
に
文
教
制
度
の
整

備
、
儒
学
と
り
わ
け
朱
子
学
の
奨
励
を
は
か
っ
た
。
還
俗
し
た
朱
子
学
者

だ
っ
た
藤
原
惺
窩
（1561–1619

）
と
そ
の
弟
子
格
の
林
羅
山
（1583–

1657

）
を
擢
用
し
た
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
と
く
に
林
家
の
当
主
が
、
後

に
代
々
幕
府
の
儒
官
を
務
め
、
五
代
将
軍
綱
吉
（1646–1709

）
の
元
禄
四

年
（1691

年
）
に
至
っ
て
、
聖
堂
（
孔
子
廟
）
を
上
野
か
ら
湯
島
に
遷
っ

た
際
、
林
家
の
私
塾
も
一
転
し
て
幕
府
附
属
の
教
育
機
関
で
あ
る
昌
平
黌
に

変
身
し
、
遂
に
体
制
教
学
の
中
心
と
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

他
方
で
は
、
幕
府
は
ま
た
各
地
の
大
名
に
命
じ
て
、
応
仁
以
降
、
度
重
な

る
戦
乱
に
よ
り
散
逸
さ
れ
た
古
書
を
蒐
集
し
て
保
存
を
は
か
る
と
同
時
に
、

『
貞
観
政
要
』、『
群
書
治
要
』、『
吾
妻
鏡
』
と
い
っ
た
政
治
支
配
に
役
立
つ

漢
籍
や
和
書
の
復
刻
刊
行
を
着
手
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
時
代
の
変
化
と
学
問

の
普
及
に
つ
れ
、
江
戸
中
期
に
至
っ
て
、
林
家
の
朱
子
学
に
対
抗
す
る
形
で

と
い
う
特
定
な
地
域
空
間
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
と
み
る
の
は
、
そ
れ
で
あ
る
。
例

え
ば
、
李
天
綱
﹁
十
六
、
十
七
世
紀
東
亜
知
識
体
系
︱
徐
光
啓
『
海
防
迂
説
』
与
陸

若
漢
的
関
係
﹂（
黄
愛
平
、
黄
興
濤
編
『
西
学
与
清
代
文
化
』、
中
華
書
局
、2008

年

所
収
、265

～277

頁
）
は
、
そ
う
し
た
代
表
的
観
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

展
開
さ
れ
た
儒
学
、
た
と
え
ば
山
鹿
素
行
（1622–1685

）、
熊
沢
蕃
山

（1619–1691

）、
山
崎
闇
斎
（1619–1682

）、
中
江
藤
樹
（1608–1648

）、

伊
藤
仁
斎
（1627–1705

）、
荻
生
徂
徠
な
ど
は
古
学
ま
た
は
陽
明
学
の
立
場

を
唱
え
、
い
わ
ば
御
用
の
学
と
な
り
つ
つ
あ
る
林
家
と
違
う
理
論
的
傾
向
を

打
ち
出
し
て
、
一
時
相
当
の
盛
況
ぶ
り
を
み
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

幕
府
で
は
、
朱
子
学
の
正
統
性
を
維
持
し
、
封
建
的
身
分
秩
序
社
会
と
そ
の

教
学
を
強
化
す
る
た
め
、
つ
い
寛
政
二
年
（1790

年
）
に
、
か
の
﹁
寛
政
異

学
の
禁
﹂
を
頒
布
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
６
。

こ
れ
と
同
時
に
、
幕
府
は
、
更
に
昌
平
黌
を
官
立
の
昌
平
坂
学
問
所
に
改

め
、
寛
政
異
学
の
禁
令
の
起
草
者
で
あ
る
柴
野
栗
山
（1736–1807

）
な
ど

林
家
以
外
の
朱
子
学
者
を
抜
擢
し
、
旗
本
弟
子
、
陪
臣
、
浪
人
の
教
育
に
力

を
入
れ
た
。
そ
う
し
た
気
風
の
も
と
、
各
地
の
大
名
も
相
次
い
で
文
教
重
視

の
姿
勢
を
み
せ
、
と
く
に
寛
政
期
前
後
よ
り
先
を
争
う
よ
う
に
、
各
種
の
藩

校
７
を
開
設
し
、
弟
子
ら
に
文
武
両
道
を
兼
修
さ
せ
た
り
し
て
い
た
。
ま
た

6 ﹁
寛
政
異
学
の
禁
﹂
の
全
文
は
以
下
の
通
り
。

　

学
派
維
持
の
儀
に
付
申
達

　

林
大
学
頭
之
朱
学
の
儀
は
、
慶
長
以
来
御
代
々
御
信
用
の
御
事
に
て
、
巳
に
其
の
方

の
家
代
々
、
右
学
風
維
持
の
事
仰
付
け
置
か
れ
候
得
ば
、
油
断
無
く
正
学
相
励
み
、
門

人
共
取
立
て
申
す
べ
き
筈
に
候
。
然
る
処
、
近
来
世
上
種
々
新
規
の
説
を
な
し
、
異
学

流
行
、
風
俗
を
破
り
候
類
こ
れ
有
り
。
全
く
正
学
衰
微
の
故
に
候
哉
、
甚
だ
相
済
ま
ざ

る
事
に
て
候
。
其
の
方
の
門
人
共
の
内
に
も
、
右
体
の
学
術
純
正
な
ら
ざ
る
も
の
、
折

節
は
こ
れ
有
る
様
に
も
相
聞
え
、
如
何
に
候
。
此
の
度
、
聖
堂
御
取
締
り
厳
重
に
仰
付

ら
れ
、
柴
野
彦
介
、
岡
田
清
助
儀
も
、
右
御
用
仰
付
ら
れ
候
事
に
候
得
ば
、
能ヨ

ク
ヨ
ク々

此
の

旨
申
し
談
じ
、
急キ
ッ
ト度
門
人
共
異
学
相
禁
じ
、
猶
又
、
自
門
に
限
ら
ず
他
門
に
申
し
合
わ

せ
、
正
学
講
窮
致
し
、
人ジ
ン
ザ
イ才

取
立
て
候
様
相
心
掛
け
申
す
べ
く
候
事
。︻
徳
川
禁
令
考
︼

7 

江
戸
時
代
を
通
じ
開
設
さ
れ
た
各
種
の
藩
校
は
の
べ255

ほ
ど
に
及
ん
で
い
る
。
そ

の
中
に
は
近
代
の
各
官
、
私
立
高
等
中
学
校
の
淵
源
を
な
す
も
の
が
少
な
く
な
い
。

蔵
並
省
自
、
實
方
壽
義
共
著
『
近
世
社
会
の
政
治
と
経
済
』、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

1995

年
、127

頁
。
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水
戸
藩
主
の
徳
川
光
圀
（1628–1700

）
の
よ
う
に
、『
大
日
本
史
』
の
編
纂

事
業
を
手
掛
け
、
加
賀
藩
五
代
目
の
藩
主
の
前
田
綱
紀
（1643–1724

）
の

よ
う
に
、
遍
く
天
下
の
群
書
を
尊
経
閣
に
蒐
集
し
、
新
井
白
石
を
し
て
﹁
加

賀
は
天
下
の
書
府
﹂
と
感
嘆
さ
せ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
各
種
の

私
立
学
校
も
漸
次
現
れ
、
そ
の
中
で
最
も
象
徴
的
な
の
は
、
大
阪
の
懐
徳
堂

（
享
保9

年
、1724
年
創
立
）
で
あ
る
。
懐
徳
堂
で
は
、
程
朱
の
学
を
本
と

し
、
兼
ね
て
陸
王
を
講
じ
、
富
永
仲
基
（1715–1746

）、
山
片
蟠
桃
（1748–

1821

）
と
い
っ
た
町
人
思
想
家
を
輩
出
さ
せ
、
い
わ
ば
徳
川
中
期
以
降
、
文

教
隆
盛
ぶ
り
の
象
徴
と
も
見
な
さ
れ
た
８
。

三
、
新
井
白
石
、
そ
の
人
と
学

恰
も
何
か
が
暗
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
新
井
白
石
が
生
ま
れ
た
の
は
、
丁
度

林
羅
山
が
逝
去
さ
れ
た
明
暦
三
年
（1603

年
）
年
で
あ
る
。『
白
石
新
井
先

生
伝
』９
に
よ
れ
ば
、
白
石
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
﹁
天
質
崎
嶷
、
穎
悟
夙
成
、

三
歲
時
能
書
大
字
（
優
れ
た
資
質
と
理
解
力
を
も
ち
、
三
歳
の
時
、
既
に
大

き
な
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
）﹂
と
い
い
、
ま
た
﹁
自
少
肆
力
於
倭
漢
古

8 

管
見
の
限
り
で
は
、
江
戸
時
代
の
儒
学
、
つ
ま
り
朱
子
学
の
日
本
社
会
に
お
け
る

影
響
問
題
に
つ
い
て
、
よ
り
前
の
世
代
の
学
者
、
例
え
ば
尾
藤
正
英
と
そ
の
後
の
世

代
の
学
者
、
例
え
ば
渡
辺
浩
、
黒
住
真
の
間
で
か
な
り
違
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
匂
わ
せ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
前
者
は
儒
学
＝
朱
子
学
が
徳
川
体
制
の
正
統
な
教
学
思
想
と

み
な
し
、
後
者
は
そ
れ
を
た
だ
一
種
の
﹁
ハ
イ
カ
ラ
ー
な
教
養
﹂
と
み
て
、
少
数
の

公
家
貴
族
や
上
層
武
士
の
階
層
に
の
み
好
ま
れ
、
実
際
、
江
戸
社
会
に
は
そ
れ
ほ
ど

思
想
的
影
響
が
な
か
っ
た
と
み
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
尾
藤
の
『
日
本
封
建
思
想
史

研
究
』（
青
木
書
店
、1961

）、『
江
戸
時
代
と
は
な
に
か
』（
岩
波
書
店
、1992

）、
渡

辺
浩
『
近
世
日
本
社
会
と
宋
学
』（
東
京
大
学
出
版
会
、1985

年
、
増
補
新
装
版
、

2010

年
）、『
日
本
政
治
思
想
史
﹇
十
七
～
十
九
世
紀
﹈』
東
京
大
学
出
版
会
、2010

年
）、
黒
住
真
『
複
数
性
の
日
本
思
想
』（
ぺ
り
か
ん
社
、2006

）
な
ど
を
参
照
。

9 『
白
石
先
生
遺
文
』、
前
記
『
新
井
白
石
全
集
』
第5

巻
。

今
典
故
、
慨
然
有
以
天
下
自
任
之
志
、
而
身
際
清
明
、
得
施
其
所
薀
蓄
、
聲

播
於
朝
野
、
真
可
謂
千
載
一
遇
矣
。（
中
略
）
先
生
以
博
覽
多
識
之
力
、
精

讀
國
史
、
其
有
可
疑
焉
者
、
則
或
驗
之
人
情
、
或
參
之
漢
史
、
故
其
論
著
、

大
有
裨
於
後
學
（
幼
い
よ
り
和
漢
古
今
の
典
故
に
力
を
入
れ
、
慨
然
と
し
て

天
下
を
自
ら
任
じ
る
志
を
有
し
、
し
か
も
潔
白
清
廉
に
し
て
、
其
の
薀
蓄
を

施
す
こ
と
が
で
き
、
名
声
を
広
く
朝
野
に
広
が
り
、
真
に
千
載
に
一
遇
の

（
人
傑
）
で
あ
る
。（
中
略
）
先
生
が
博
覧
多
識
の
力
を
以
て
、
国
史
を
精
読

し
、
そ
の
疑
う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
則
ち
或
い
は
人
情
に
照
ら
し
た
り
、
或

い
は
こ
れ
を
中
国
の
史
籍
に
参
酌
し
た
り
し
て
い
る
。
そ
の
故
に
、
そ
の
論

著
が
大
い
に
後
学
を
裨
益
せ
し
め
る
と
こ
ろ
が
あ
る
）﹂、
と
い
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
白
石
は
、
三
十
歳
の
時
、
幸
運
に
も
木
下
順
庵
（1621–

1698

）
の
門
下
生
と
な
る
迄
、
殆
ど
独
学
で
あ
る
。
彼
の
自
叙
伝
『
折
り
た

く
柴
の
記
』
の
中
で
、
そ
の
家
庭
的
雰
囲
気
と
苦
学
ぶ
り
が
つ
ぶ
さ
に
追
記

さ
れ
て
い
る
。
白
石
は
、
貧
し
い
下
級
武
士
の
出
身
と
は
い
え
、﹁
苦
学
不

懈
、
通
経
史
百
家
１０
﹂
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
家
庭
に
お
い
て
は
、﹁
忍
耐
﹂

を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
﹁
古
武
士
﹂
の
よ
う
な
父 

正
済
に
つ
い
で
、
高
い
教

養
を
積
ん
だ
母 

千
代
に
つ
い
て
は
、﹁
我
母
に
て
お
は
せ
し
人
は
、
も
の
よ

く
か
き
給
ひ
し
の
み
に
あ
ら
ず
、
代よ

よ々

の
集し

ゅ
う
、
ま
た
は
物
語
の
類
な
ど
、
我わ

が

あ
ね
・
い
も
う
と
に
よ
み
を
し
へ
給
ひ
、
囲
棋
・
象
棊
な
ど
も
堪
能
に
お
は

し
て
、
こ
れ
ら
の
事
を
も
我
に
を
し
給
ひ
た
り
き
１１
﹂
と
い
う
ふ
う
に
、
幼

い
時
か
ら
聡
明
怜
悧
な
神
童
ぶ
り
を
顕
し
た
白
石
も
、
こ
う
し
た
家
庭
的
雰

囲
気
と
も
決
し
て
無
縁
で
は
な
か
ろ
う
。

10 

同
前

11 

新
井
白
石
著
、
松
村
明
校
注
『
折
り
た
く
柴
の
記
』（
岩
波
文
庫
版
、1999

年
）、

55

頁
；
周
一
良
訳
注『
折
焚
柴
記
』（
不
僅
長
于
書
法
、
也
傳
習
和
歌
之
道
、
教
我
的
姐

妹
讀
曆
代
敕
撰
和
歌
和
物
語
之
類
、
也
善
下
圍
棋
、
象
棋
、
並
且
教
給
我
﹂）、40

頁
。
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幼
少
期
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
白
石
は
、
十
七
歳
の
時
、
偶
々
中
江
藤
樹

の
『
翁

お
き
な

問も
ん
ど
う答
』
を
読
ん
で
は
じ
め
て
儒
学
（﹁
聖
人
の
道
﹂）
に
志
し
、﹁
や

が
て
小
学
の
書
を
日
夜
に
誦
じ
習
ひ
て
、
業
す
で
に
畢
わ
り
ぬ
れ
ば
、
四
書

を
誦
じ
習
ひ
、
そ
の
の
ち
ま
た
五
経
を
も
誦
じ
習
ひ
た
れ
ど
、
こ
れ
ら
皆 

句
読
を
授
け
し
師
に
あ
る
に
も
あ
ら
ず
、
み
づ
か
ら
韻
会
・
字
彙
等
の
書
に

よ
り
て
誦
じ
習
ひ
た
れ
ば
、
後
に
お
も
ふ
に
、
ひ
が
こ
と
の
み
ぞ
多
か
り
け

る
。
文
学
の
拙
く
し
て
、
書
義
を
解
す
る
事
の
難
き
に
く
る
し
み
て
、
学
び

の
い
と
ま
あ
る
お
り
々
に
は
、
文
章
・
詩
賦
の
類
を
も
学
び
し
ほ
ど
に
、
そ

の
年
の
十
一
月
の
比こ

ろ

、
冬
景
即
事
を
七
言
律
詩
に
賦
し
な
し
た
り
。
こ
れ
、

我
詩
作
れ
る
事
の
始
也
。
あ
る
人
の
其
詩
を
評
じ
け
る
事
あ
る
を
聞
て
、
や

が
て
そ
の
嘲
を
解
く
文
一
篇
作
り
た
け
り
。
こ
れ
又
、
我
文
作
れ
る
事
の
始

也
12
﹂、
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
学
問
の
世
界
に
踏
み
入
っ
た
経
緯
を
つ
ぶ
さ

に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
た
『
韻
会
』
と
は
、
元
の
熊
忠
が
著
わ
し
た
『
古
今
韻

会
挙
要
』30

巻
（1257

年
刊
）
を
指
す
韻
書
で
あ
る
。『
四
庫
提
要
・
経

部
・
小
学
類
』
に
﹁
援
引
浩
博
、
足
資
考
証
﹂
と
い
う
評
語
が
み
え
る
。
そ

し
て
、『
字
彙
』
と
は
、
明
の
梅
膺
祚
が1615

年
著
わ
し
た14

巻
の
字
書
で

あ
り
、
後
の
『
康
熙
字
典
』（
康
熙55

年
、1716

年
）
も
編
集
体
裁
上
、
殆

ど
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
う
13
。

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
白
石
は
、
三
十
才
の
時
、
木
門
に
入
る
ま
で
殆

ど
独
学
で
あ
り
、
ま
た
下
級
武
士
の
出
の
う
え
、
二
回
も
浪
人
の
厳
し
い
生

活
を
強
い
ら
れ
た
た
め
に
、
勉
学
に
必
要
と
さ
れ
る
書
籍
は
知
人
や
学
友
か

12 

前
掲
『
折
り
た
く
柴
の
記
』、70

～71

頁
、
周
一
良
訳
『
折
焚
柴
記
』、48

頁
。

13 

周
一
良
﹁
新
井
白
石
︱
中
日
文
化
交
流
的
身
体
行
者
﹂、
前
出
『
周
一
良
學
術
論
著

自
選
集
』583

頁
。

ら
借
り
る
か
自
ら
抄
録
す
る
ほ
か
術
が
な
か
っ
た
。
幸
い
に
、
学
友
の
中
に

豪
商
川
村
瑞
賢
（1617–1699

）
の
息
子
の
よ
う
な
方
が
い
て
、
書
物
の
貸

し
借
り
が
存
分
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
結
婚
後
、
白
石
の
奥
さ

ん
の
実
家
も
結
構
の
蔵
書
が
あ
り
、
そ
れ
も
存
分
に
利
用
し
た
と
推
測
で
き

る
で
あ
ろ
う
14
。
一
般
的
に
み
て
、
白
石
は
、
む
ろ
ん
一
介
の
儒
学
者
で
あ

る
が
、
し
か
し
そ
の
読
書
の
範
囲
は
普
通
の
儒
者
よ
り
は
る
か
に
広
い
（
恐

ら
く
日
本
に
科
挙
制
が
な
い
の
も
幸
い
な
こ
と
）。
こ
れ
は
残
存
す
る
彼
の

抄
録
書
目
か
ら
も
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
15
。
例
え
ば
、
経
子
類

に
『
韓
詩
外
伝
』、『
大
戴
礼
記
』、『
孔
叢
子
』、『
十
一
家
注
孫
子
』、
徐
幹

『
中
論
』、
集
部
類
に
六
朝
詩
、
李
白
詩
、
古
文
抄
録
、
佳
句
抄
録
、
陳
子
龍

『
皇
明
詩
選
』、『
文
苑
英
華
』
抄
、『
宋
文
鑑
』
抄
、
そ
し
て
と
く
に
注
目
す

べ
き
な
の
は
、
中
に
仏
教
類
の
『
宋
文
憲
公
護
法
録
』
お
よ
び
養
生
飲
食
類

の
『
燕
閑
清
賞
』（
明
人
高
濂
の
『
遵
生
八
箋
』
の
一
部
分
）
な
ど
も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
す
ぐ
れ
た
史
論
や
史
眼
を
以
て
知
ら
れ
る
白
石
は
、
ど
う
い

う
訳
か
、
そ
の
抄
録
書
目
に
史
部
の
典
籍
だ
け
が
意
外
に
も
見
当
た
ら
な
い
。

た
だ
明
の
陳
侃
『
使
琉
球
録
』、
馬
歓
『
瀛
涯
勝
覧
』
が
あ
る
こ
と
は
、
彼
の

ア
ジ
ア
の
歴
史
地
理
へ
の
関
心
度
の
高
さ
を
現
し
て
い
る
と
見
て
と
れ
る
16
。

な
お
、
抄
録
書
目
に
、
明
代
で
か
な
り
広
く
読
ま
れ
て
い
る
類
書
『
図
書

編
』（127

巻
）
の
一
巻
も
あ
る
。
著
者
の
章
潢
（1527–1608

）
は
、
か
つ

14 
た
と
え
ば
、
白
石
に
は
次
の
よ
う
な
﹁
読
書
詞
﹂
が
あ
り
、
そ
の
読
書
観
、
つ
ま

り
学
問
観
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
興
味
深
い
。﹁
貧
家
読
書
子
、
常
苦
少
蔵

書
、
富
家
読
書
子
、
常
苦
多
蔵
書
、
貧
富
二
家
子
、
少
長
讀
一
書
、
所
見
還
浅
深
、

（
中
略
）
読
書
行
之
始
、
故
要
博
渉
書
、
君
子
百
行
者
、
不
愧
所
読
書
、
読
書
能
若

此
、
始
為
能
読
書
、
為
告
読
書
人
、
尚
其
能
読
書
﹂（﹁
白
石
先
生
遺
文
拾
遺
﹂『
新
井

白
石
全
集
』
第
五
、73

頁
。

15 

前
出
宮
崎
道
生
『
新
井
白
石
の
研
究
』
附
録
﹁
新
井
白
石
関
係
文
献
総
目
﹂
を
み
よ
。

16 

同
注13

。
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て
白
鹿
洞
書
院
の
山
長
の
時
、
南
昌
滞
在
中
の
高
名
な
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（M

atteo R
icci, 

中
国
名
は
利
瑪
竇
、
号
は
西
泰
、
又
の

号
は
清
泰
、
西
江
、1552– 1610

）
と
も
親
し
く
交
遊
し
、
リ
ッ
チ
を
白
鹿

洞
書
院
に
招
い
て
西
学
を
説
い
た
こ
と
す
ら
あ
る
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

『
図
書
編
』
に
﹁
日
本
国
図
﹂
も
収
録
さ
れ
、
西
学
か
ら
の
影
響
は
随
所
に

み
ら
れ
る
類
書
で
あ
る
17
。
さ
ら
に
、
白
石
の
学
問
観
、
な
い
し
世
界
観
を

考
察
す
る
う
え
で
興
味
深
い
の
は
、
次
の
三
種
の
漢
籍
の
抄
録
で
あ
る
。

そ
れ
は
つ
ま
り
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
の
『
万
国
集
説
』
一
巻
、
方
以
智

（
字
は
密
之
、
号
は
曼
公
、1611– 1671

）
の
『
通
雅
』
二
巻
と
『
物
理
小
識
』

十
巻
（
全
十
二
巻
の
中
で
十
巻
を
抄
録
し
た
こ
と
自
体
、
白
石
の
こ
の
書
物

の
重
視
度
が
わ
か
る
）
で
あ
る
。
当
時
、
鎖
国
の
最
中
で
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ

チ
を
は
じ
め
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
関
係
の
書
籍
が
す
べ
て
禁
書
扱
い
さ
れ
、

厳
重
に
取
り
締
ま
る
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

う
い
う
時
勢
の
中
、
あ
え
て
リ
ッ
チ
の
書
籍
を
抄
録
す
る
と
い
う
行
為
自
体

か
ら
白
石
の
識
見
の
高
さ
、
並
び
に
度
胸
の
凄
さ
が
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
な
お
、
白
石
は
、﹁
考
拠
精
核
﹂（『
四
庫
提
要
・
子
部
・
雑
家

類
』）
と
さ
れ
る
『
通
雅
』、
様
々
の
自
然
現
象
を
原
理
的
に
探
る
『
物
理
小

識
』
を
こ
よ
な
く
愛
読
し
、
そ
の
実
証
的
、
合
理
的
（
科
学
的
）
な
学
風
の

確
立
に
大
い
に
役
立
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

要
す
る
に
、
白
石
の
独
学
時
代
、
木
門
入
門
後
の
学
問
研
鑽
、
そ
し
て
甲

府
藩
主
徳
川
綱
豊
（1662–1712

）、
後
の
六
代
目
将
軍
家
宣
の
侍
講
と
し
て

進
講
し
た
内
容
を
総
合
し
て
み
れ
ば
、
彼
の
漢
学
知
識
は
、
い
わ
ば
、
経
史

17 

マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
と
章
潢
の
関
係
に
つ
い
て
、
夏
伯
嘉
﹁
利
瑪
竇
與
章
潢
﹂（
田
浩

編
『
文
化
與
歴
史
的
追
索
：
余
英
時
教
授
八
秩
壽
慶
論
文
集
』、
臺
北
市
、
聯
經
、

2009

年
）
に
詳
し
い
。

を
主
と
し
、
子
集
並
び
に
小
学
の
知
識
を
副
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
18
。

四
、
新
井
白
石
の
漢
学
知
識

日
本
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
漢
学
と
は
、
ま
ず
漢
文
学
、
つ
ま
り
漢か

ら

土と

の

中
国
か
ら
伝
来
さ
れ
た
漢
詩
、
漢
文
の
こ
と
を
指
し
、
今
日
学
界
で
通
用
す

るSinology

ま
た
はC

hinese Studies

に
対
置
す
る
中
国
語
訳
の
概
念
術
語

で
は
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
ち
な
み
に
、
日
本
の
漢
文
学
は
非

常
に
長
い
歴
史
を
有
す
る
。
最
も
古
き
は
、
紀
元
四
、
五
世
紀
に
遡
る
こ
と

が
で
き
る
。
当
時
、
大
陸
か
ら
古
典
詩
文
や
小
学
な
ど
の
書
籍
が
伝
来
さ

れ
、
そ
れ
ら
は
、
い
わ
ば
漢
文
学
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
奈

良
、
平
安
朝
に
至
っ
て
、
漢
文
学
が
律
令
制
官
人
の
必
須
の
教
養
と
さ
れ
て

い
た
。
十
三
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
に
か
け
て
、
東
福
寺
開
山
の
円
爾
（1202–

1280

）、
建
長
寺
開
山
の
蘭
渓
道
隆（1213–1278

）、
円
覚
寺
開
山
の
無
学
祖

元
（1226–1286

）
な
ど
の
留
宋
僧
、
帰
化
僧
の
活
躍
、
推
進
も
あ
っ
て
五

山
禅
林
の
漢
詩
文
を
は
じ
め
、
漢
文
学
が
ま
た
一
時
の
隆
盛
ぶ
り
を
み
せ
て

い
た
が
、
室
町
時
代
後
期
よ
り
戦
国
時
代
に
突
入
し
、
戦
乱
が
絶
え
ず
、
漢

文
学
も
次
第
に
衰
退
の
一
途
を
辿
る
よ
う
に
な
っ
た
。
漸
く
江
戸
時
代
に

な
っ
て
は
じ
め
て
状
況
が
一
変
し
、
新
た
な
漢
文
学
ブ
ー
ム
が
沸
き
起
こ
っ

た
と
言
え
よ
う
。
江
戸
時
代
の
儒
学
、
と
り
わ
け
朱
子
学
が
基
本
的
に
上
述

18 
尤
も
新
井
白
石
が
質
量
と
も
江
戸
時
代
に
お
け
る
代
表
的
漢
詩
人
の
一
人
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
新
井
白
石
編
『
停
雲
集
』

（
二
巻
二
冊
、
享
保3

年
刊
）
と
『
木
門
十
四
家
詩
選
』（
三
巻
三
冊
）（
い
ず
れ
も
板

倉
勝
明
編
『
甘
雨
亭
叢
書
』40

巻
別
集16

巻
、『
新
井
白
石
全
集
』、
佐
野
正
己
他
編

『
詞
華
集
日
本
漢
詩
』
全11

巻
、
汲
古
書
院
、1983

年
）、
一
海
知
義
、
池
澤
一
郎
（
日

本
漢
詩
人
選
集5
）『
新
井
白
石
』（
研
文
出
版
、2001

年
）、
紫
陽
会
『
新
井
白
石
『
陶

情
詩
集
』
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
平
成24

年
）
を
参
照
す
べ
し
。
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の
五
山
漢
文
学
の
土
台
の
上
で
新
た
に
生
ま
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
江
戸
初

期
、
禅
僧
か
ら
還
俗
さ
れ
た
儒
学
者
の
藤
原
惺
窩
（1561–1619

）、
並
び
に

そ
の
弟
子
格
の
林
羅
山
（1583–1657

）
は
、
い
ず
れ
も
濃
厚
な
五
山
文
学

の
匂
い
を
漂
わ
せ
て
い
た
の
は
、
周
知
の
如
く
で
あ
る
19
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
本
稿
で
い
う
漢
学
と
は
、
主
と
し
て
儒
学
、
又
は
朱

子
学
の
宇
宙
論
、
な
い
し
方
法
論
を
内
包
す
る
膨
大
な
知
識
体
系
と
し
て
の

﹁
経
学
﹂
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
そ
し
て
、
房
徳
隣
が
整
理
し
た
よ
う
に
、

孔
子
が
修
訂
し
た
と
い
わ
れ
た
﹁
六
経
﹂（『
詩
』、『
書
』、『
礼
』、『
楽
』、

『
易
』、『
春
秋
』）、
あ
る
い
は
﹁
六
芸
﹂（
礼
、
楽
、
射
、
御
、
書
、
数
）
と

い
う
知
識
内
容
を
内
包
す
る
経
学
は
、
政
治
権
力
の
庇
護
も
あ
っ
て
、
長
い

歴
史
の
中
で
、
膨
大
な
知
識
体
系
と
し
て
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

こ
に
は
、
三
つ
の
層
面
が
含
ま
れ
て
い
る
。
1
つ
目
は
、
義
理
の
探
求
で
あ

る
こ
と
、
現
代
の
哲
学
、
倫
理
学
に
相
当
す
る
。
2
つ
目
は
、
経
書
理
解
に

必
須
の
補
助
的
学
科
、
例
え
ば
、
言
語
文
字
学
、
文
献
学
、
歴
史
学
、
天
文

地
理
学
、
数
学
な
ど
で
あ
る
。
3
つ
目
は
、
経
書
に
言
及
さ
れ
た
各
種
の
学

問
と
技
能
の
こ
と
。
総
じ
て
い
え
ば
、
経
学
の
知
識
体
系
は
膨
大
で
複
雑
で

あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
基
本
的
構
造
は
、
案
外
、
簡
単
明
瞭
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
つ
ま
り
、﹁
内
聖
外
王
﹂
で
あ
る
。
経
学
の
知
識
全
般
は
、
そ
う
い
う

﹁
内
聖
﹂
と
﹁
外
王
﹂
と
い
う
二
つ
の
側
面
に
凝
縮
さ
れ
、
表
象
さ
れ
て
い

る
と
言
っ
て
よ
い
20
。

と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
御
書
物
御
用
と
し
て
各
地
の
和
漢
書
籍
の
蒐
集
に
力

19 

こ
れ
に
つ
い
て
、
最
新
の
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
簡
明
に
し
て
要
を
得
た

の
は
、
小
島
毅
監
修
、
島
尾
新
編
『
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
五
山
文
化
』（
東
ア
ジ
ア
海

域
に
漕
ぎ
だ
す
4
、
東
京
大
学
出
版
会
、2014

年
）
に
詳
し
い
。

20 

房
徳
隣
﹁
西
学
東
漸
与
経
学
的
終
結
﹂（
朱
誠
如
、
王
天
有
主
編
『
明
清
論
叢
』
第

二
輯
所
収
、
紫
禁
城
出
版
社
、2001

年3

月
）
参
照
。

を
入
れ
、
ま
た
し
ば
し
ば
主
君
よ
り
貴
重
書
物
の
下
賜
を
受
け
た
り
し
た
白

石
は
、
そ
の
知
識
構
造
が
明
ら
か
に
そ
う
し
た
経
学
の
枠
に
は
収
ま
り
き
れ

な
い
、
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
倭
漢
古
典
籍
ま
た
は
出
土
文
物
に

深
い
造
詣
を
も
っ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
な
い
し
世
界
の
天
文
、
地

理
、
医
学
な
ど
、
い
わ
ば
科
学
技
術
の
面
に
も
強
い
関
心
を
寄
せ
、
相
当
深

い
理
解
と
造
詣
と
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
白
石
が
学
問
の
世
界
に
お
い
て

も
、
政
治
の
場
に
お
い
て
も
、
常
に
見
せ
て
い
た
開
放
的
か
つ
合
理
主
義
的

な
精
神
も
、
そ
う
し
た
広
い
教
養
と
知
識
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

む
ろ
ん
、
現
実
に
は
白
石
は
侍
講
と
し
て
君
主
政
治
を
補
佐
す
る
た
め
、

大
抵
『
周
礼
』、『
書
経
』、『
四
書
』、『
詩
経
』
な
ど
制
度
論
的
な
経
書
、
ま

た
は
『
通
鑑
綱
目
』、『
通
鑑
続
篇
』、『
春
秋
四
伝
』（
三
伝
、
胡
氏
）
と

い
っ
た
歴
史
的
教
訓
や
支
配
原
理
に
役
立
つ
史
籍
を
珍
重
し
て
い
た
。
な
お

白
石
は
、
主
君
（
甲
府
藩
主
徳
川
綱
豊
つ
ま
り
後
の
六
代
目
将
軍
徳
川
家

宣
）
か
ら
厚
い
信
頼
を
受
け
、
延
べ
十
九
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
講
義
出
仕

を
全
う
し
、
事
実
上
、
単
な
る
一
介
の
侍
講
で
な
く
、
将
軍
の
高
級
ブ
レ
ー

ン
と
し
て
直
接
間
接
的
に
幕
府
の
最
高
政
治
に
親
し
く
参
与
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
一
方
、
白
石
が
主
君
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
て
、
た
と
え
ば
『
藩
翰

譜
』、『
読
史
余
論
』、『
古
史
通
』
お
よ
び
『
古
史
通
或
問
』
な
ど
の
よ
う
に
、

す
ぐ
れ
た
史
眼
ま
た
は
史
観
を
も
つ
歴
史
書
を
次
々
と
も
の
に
し
て
い
た
。

伊
豆
公
夫
の
言
葉
を
借
り
て
言
う
な
ら
ば
、『
藩
翰
譜
』
は
白
石
の
史
書
体

系
の
上
で
近
世
史
に
当
た
る
。『
古
史
通
』
な
ど
が
古
代
史
、『
読
史
余
論
』

が
織
豊
時
代
に
至
る
ま
で
の
武
家
政
権
の
興
廃
を
述
べ
た
中
世
史
、
そ
し
て

『
折
り
た
く
柴
の
記
』
が
現
代
史
に
あ
た
る
21
。
い
わ
ば
、
最
も
白
石
の
合

理
主
義
的
精
神
を
顕
に
示
し
た
の
は
、
そ
の
歴
史
研
究
、
と
り
わ
け
古
代
史

21 

伊
豆
公
夫
『
新
井
白
石
』、204

頁
。
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の
研
究
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
大
著
『
史
疑
』
が
散
逸
し
て
伝

わ
ら
な
い
の
は
、
誠
に
残
念
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
22
。

こ
こ
で
、
詳
論
を
避
け
た
い
が
、
彼
の
方
法
論
上
の
特
徴
と
し
て
は
、
次

の
幾
つ
か
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
23
。
ま
ず
史
料
に
対
す
る
合
理
的
、

批
判
的
精
神
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
記
紀
な
ど
の
古
代
史
料
を

そ
の
ま
ま
額
面
通
り
受
け
取
ら
ず
、
取
捨
分
析
し
て
ど
れ
が
史
実
な
の
か
見

極
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
神
の
世
界
に
人
間
的
な
理
解
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
、

彼
に
遅
れ
て
登
場
し
た
本
居
宣
長
や
平
田
篤
胤
等
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
第
二
に
、
そ
の
合
理
主
義
的
認
識
は
、
比
較
言
語
学
、
比
較
文
献

学
的
分
析
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
比
較
史
的
、
世
界
史
的
方
法

を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。『
魏
志
』、『
後
漢
書
』、『
三
国
史
記
』
な
ど

中
国
、
朝
鮮
の
史
籍
と
日
本
古
代
史
資
料
と
比
較
し
て
、
正
し
い
史
実
の
認

識
に
努
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
方
法
論
は
、
彼
の
西
学
研
究
、
た

と
え
ば
『
西
洋
紀
聞
』
な
ど
に
お
い
て
も
、
同
様
に
活
か
さ
れ
て
い
る
24
。

五
、
新
井
白
石
の
西
学
と
そ
の
ル
ー
ツ

歴
史
教
科
書
で
は
、
通
常
、
杉
田
玄
白
（1733–1817

）
が
蘭
学
の
開
山

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
杉
田
ら
の
『
解
体
新
書
』（
安
永3

年
、1774

年
刊
行
）
は
日
本
史
上
初
の
本
格
的
な
西
学
訳
書
だ
っ
た
と
言
え
る
25
。
だ

が
、
鎖
国
時
代
に
お
け
る
西
洋
理
解
の
制
限
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

22 

史
料
2
参
照
。

23 

前
出
周
一
良
、
伊
豆
公
夫
な
ど
の
研
究
を
参
照
。

24 

史
料
1
、
3
、
4
参
照

25 

ち
な
み
に
、
周
知
の
よ
う
に
、『
解
体
新
書
』
の
原
書
は
、
も
と
も
と
独
語
だ
が
、

杉
田
ら
が
オ
ラ
ン
ダ
語
版
か
ら
漢
文
に
訳
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
訳
詞
、
例

え
ば
、
軟
骨
、
神
経
、
門
脈
、
膵
臓
な
ど
に
漢
文
の
対
応
詞
が
な
く
、
杉
田
ら
の
独

創
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

白
石
の
西
学
関
係
の
著
書
は
前
述
し
た
『
西
洋
紀
聞
』、
世
界
地
理
に
関
す

る
『
采
覧
異
言
』
の
ほ
か
に
、
宮
崎
道
生
の
研
究
26
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
散

逸
し
た
類
似
の
著
書
『
阿
蘭
紀
事
』、『
阿
蘭
陀
考
』、
お
よ
び
『
西
学
推

門
』、『
西
洋
人
物
集
』、『
西
学
年
略
雑
著
遺
考
』（
新
井
家
﹁
先
祖
書
﹂）、

『
西
洋
図
説
』、『
西
学
考
略
』（
堤
朝
風
﹁
白
石
先
生
著
述
書
目
﹂）
な
ど
も

あ
る
。
注
目
す
べ
き
な
の
は
、『
阿
蘭
紀
事
』、『
阿
蘭
陀
考
』
が
い
ず
れ
も

白
石
晩
年
の
著
作
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
人
文
地
理
に
関
す
る
体
系
的
な
専

門
的
著
書
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
白
石
が
か
つ
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
学
ん
だ
こ
と

が
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
み
て
、
彼
が
日
本
蘭
学
、
ま
た
は
洋
学
の
開
山
と

称
し
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。

さ
て
、『
西
洋
紀
聞
』
と
『
采
覧
異
言
』
か
ら
み
れ
ば
、
白
石
の
西
学
知

識
が
今
日
の
人
文
社
会
科
学
の
範
囲
を
出
な
い
と
言
え
る
が
、
し
か
し
禁
教

励
行
の
鎖
国
時
代
に
お
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
体
系
的
な
西
学
知
識
を
有
す
る
こ

と
も
、
又
極
め
て
異
例
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
白
石
の
西

学
知
識
は
、
実
は
こ
れ
に
限
ら
ず
、
ま
た
彼
の
人
文
地
理
知
識
ほ
ど
体
系
性

が
な
い
と
は
い
え
、
広
く
自
然
科
学
の
多
く
の
領
域
に
及
ん
で
い
た
の
で
あ

る
。
以
下
、
先
人
の
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
大
要
を
か
い
つ
ま
ん
で

述
べ
て
み
た
い
27
。

1
．
天
文
学
暦
学

『
西
洋
紀
聞
』
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
日
本
に
潜
入
し
た
イ
タ
リ
ア
人
カ
ト

リ
ッ
ク
宣
教
師
シ
ド
ッ
チ
（G

iovanni B
attista Sidotti, 1668–1714

）
を
尋

問
し
た
時
、
白
石
は
、
シ
ド
ッ
チ
が
太
陽
の
位
置
と
自
身
の
影
に
よ
っ
て
時

間
が
計
れ
る
こ
と
に
大
い
に
感
服
し
た
と
い
う
。
だ
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

26 

詳
細
は
参
考
文
献
1
、
3
、
7
の
関
係
論
述
を
参
照
す
る
。

27 

同
前
。
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実
は
、
白
石
の
そ
う
い
っ
た
領
域
の
薀
蓄
は
、
早
く
梅
文
鼎
（1633–1721

）

の
『
暦
学
疑
問
』、
遊
子
六
『
天
経
或
問
』、
あ
る
い
は
方
以
智
（1611–

1671
）
の
『
物
理
小
識
』
な
ど
す
ぐ
れ
て
西
学
の
影
響
を
受
け
た
著
書
か
ら

得
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
経
緯
は
『
西
洋
紀
聞
』、『
采
覧
異
言
』、

お
よ
び
『
日
記
』
に
断
片
的
に
言
及
さ
れ
示
さ
れ
て
い
る
。

2
．
物
理
学

天
文
学
知
識
と
同
じ
く
、
白
石
が
こ
の
領
域
に
お
い
て
も
、
シ
ド
ッ
チ
に

﹁
企
及
ぶ
べ
し
と
も
覚
え
ず
﹂
と
素
直
に
兜
を
脱
い
だ
。
そ
の
著
書
『
錦
芥

抄
』
お
よ
び
『
外
国
通
信
事
略
』
に
付
録
し
た
﹁
外
国
お
土
産
﹂
に
お
い

て
、
雨
水
の
長
短
、
膀
眼
鏡
、
コ
ン
パ
ス
以
外
、
ま
た
磁
石
、
潮
汐
の
干
満

な
い
し
火
縄
銃
に
関
す
る
細
か
い
記
述
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

3
．
生
物
学

白
石
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
旺
盛
な
知
識
欲
や
知
的
好
奇
心
を
も
っ
て
い

た
。
彼
は
、
自
分
の
特
殊
な
地
位
を
活
か
し
て
、
幾
度
も
将
軍
謁
見
の
た

め
、
長
崎
か
ら
江
戸
に
来
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
と
面
会
し
、
動
植
物
な
ど
の

問
題
に
つ
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
に
教
え
を
聞
い
た
り
、
ま
た
朝
鮮
お
よ
び
琉

球
か
ら
の
使
節
に
対
し
て
も
、
同
じ
く
様
々
な
質
問
を
し
た
り
し
て
、
絶
え

ず
多
く
の
新
し
い
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

4
．
医
学

白
石
が
幼
少
期
に
天
然
痘
に
罹
り
、
西
洋
の
薬
の
服
用
に
よ
っ
て
漸
く
一

命
を
と
り
と
め
た
。
こ
の
経
験
は
、
恐
ら
く
後
に
あ
る
程
度
彼
の
西
洋
医
薬

へ
の
信
頼
と
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
男
の
宜
卿
が
病
に
伏
し
た
時

に
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
と
と
も
に
江
戸
に
や
っ
て
き
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
外
科

医
に
病
状
を
み
て
も
ら
っ
た
の
は
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
漢
方
医

が
圧
倒
的
な
地
位
を
誇
り
、
せ
い
ぜ
い
細
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
南
蛮
流

の
外
科
し
か
い
な
い
時
代
、
白
石
の
医
学
の
理
解
も
自
ず
と
か
な
り
限
ら
れ

て
お
り
、
彼
の
著
書
に
幾
つ
か
の
西
洋
薬
品
名
の
記
録
が
見
ら
れ
る
ほ
ど
で

あ
る
。

す
で
に
多
く
の
指
摘
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
白
石
の
西
学
知
識
と
そ
の
理
解

は
、
主
に
イ
タ
リ
ア
人
宣
教
師
シ
ド
ッ
チ
へ
の
数
回
に
わ
た
る
尋
問
、
お
よ

び
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
へ
の
複
数
回
の
質
問
が
決
定
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
む

ろ
ん
事
実
で
あ
り
、
基
本
的
に
間
違
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
前

述
し
た
方
密
之
、
梅
文
鼎
お
よ
び
徐
光
啓
な
ど
の
西
学
影
響
を
受
け
た
著
書

以
外
に
、
白
石
が
そ
の
特
別
の
地
位
を
活
か
し
て
、
鎖
国
時
代
、
禁
書
扱
い

の
漢
訳
西
学
書
を
読
ん
だ
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
今
後
、
彼

の
著
書
、
お
よ
び
同
時
代
人
の
著
書
、
書
簡
な
ど
を
綿
密
に
点
検
し
て
掘
り

下
げ
る
べ
き
課
題
で
も
あ
る
。
な
お
、
詳
し
い
記
録
が
乏
し
い
が
、
も
う
ひ

と
つ
ル
ー
ト
は
、
木
門
の
同
門
を
含
め
た
広
い
交
遊
関
係
を
通
し
て
構
築
さ

れ
た
あ
る
種
の
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︱
例
え
ば
、
木
下
同
門
の
雨
森
芳
州

（1668–1755

）、
八
代
目
将
軍
の
侍
講
と
な
っ
た
室
鳩
巣
（1658–1734

）、

お
よ
び
家
宣
の
侍
医
桂
川
甫
筑
（1661–1747

）
な
ど
︱
を
活
用
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
、
今
後
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

六
、
終
わ
り
に
代
え
て

近
年
、
筆
者
の
関
心
が
主
と
し
て16

世
紀
末
か
ら18

世
紀
半
ば
迄
の
、

広
義
的
な
明
清
交
替
期
に
お
け
る
東
西
文
化
の
往
還
運
動
の
歴
史
的
意
義
の

探
求
に
あ
る
。
言
い
直
せ
ば
、
い
わ
ゆ
る
大
航
海
時
代
の
到
来
と
と
も
に
、

イ
エ
ズ
ス
会
を
は
じ
め
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
修
道
会
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
諸

国
の
布
教
活
動
は
、
当
地
固
有
の
伝
統
的
な
知
識
体
系
︱
知
識
構
造
・
価
値

観
・
認
識
論
︱
の
動
揺
を
も
た
ら
し
、
日
本
の
国
学
、
神
道
学
、
中
国
清
代



32　

の
考
証
学
、
東
ア
ジ
ア
三
国
の
実
学
の
よ
う
に
、
従
来
の
枠
組
で
捉
え
き
れ

な
い
新
し
い
学
知
と
そ
の
方
法
論
の
発
生
を
誘
発
し
、
ま
た
相
当
一
部
の
知

識
人
に
対
外
観
、
又
は
世
界
観
の
変
容
を
も
た
ら
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
そ
う
い
っ
た
歴
史
的
事
象
を
い
か
に
史
実
の
裏
付
け
を
も
っ
て
浮
き
彫

り
に
し
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
べ
き
か
、
と
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
答

え
を
求
め
る
た
め
、
筆
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
徐
光
啓
（1575–1632

）、
新
井
白

石
（1657–1725
）
お
よ
び
洪
大
容
（1731–1783

）
と
い
う
時
代
の
前
後
あ

る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
東
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
と
い
う
べ
き
知
識
人
を

取
り
上
げ
、
い
わ
ゆ
る
西
学
と
い
う
新
知
識
に
よ
っ
て
、
い
か
に
彼
ら
の
伝

統
的
な
知
識
観
、
自
然
観
な
い
し
対
外
観
の
変
化
を
来
し
た
の
か
を
検
証
し

よ
う
と
企
図
し
た
わ
け
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
新
井
白
石
を
取
り
あ
げ
、
主
と
し
て
彼
の
漢
学
と
西
学
を
中

心
に
、
そ
の
知
識
世
界
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
に
し
た
だ
け
で
あ
る
。
白

石
の
知
識
世
界
の
全
体
像
を
描
く
に
は
、
江
戸
時
代
第
一
級
と
も
言
わ
れ
る

彼
の
詩
文
を
含
め
、
和
漢
洋
に
わ
た
る
そ
の
膨
大
な
知
識
を
集
め
た
全
集
を

更
に
読
み
込
み
、
分
析
、
整
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら

は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
更
に
追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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に
関
す
る
総
合
書
物
学
的
研
究
：
キ
リ

シ
タ
ン
文
学
の
発
展
と
継
承
﹂（
研
究
代
表　

郭
南
燕
）
共
同
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
平
成26

年
度
│
平
成29

年
度
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

な
お
、
本
稿
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
京
都
）
共
同
研
究
班

『﹁
心
身/

身
心
﹂
と
﹁
環
境
﹂
の
哲
学
│
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
概
念
の
再
検
討

と
そ
の
普
遍
化
の
試
み
と
し
て
』（
研
究
代
表　

伊
東
貴
之
）
平
成26

年5

月

10

日
）
に
て
口
頭
発
表
し
た
レ
ジ
ュ
メ
を
加
筆
し
て
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

史
料
（
す
べ
て
前
掲
『
新
井
白
石
全
集
』
に
拠
る
）

①
佐
久
間
洞
厳
　
宛
　
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
一
～
二
月 

水
戸
に
出
来
候
本
朝
史
な
ど
は
、
定
て
国
史
の
訛

あ
や
ま
りを

御
正
し
候
事
と
こ
そ

頼
も
し
く
存
候
に
、
水
戸
史
館
衆
と
往
来
し
候
て
見
候
へ
ば
、
む
か
し
の
事

は
、
日
本
紀
、
続
日
本
紀
等
に
打
任
せ
ら
れ
候
体
に
候
。
そ
れ
に
て
は
中
々

本
朝
の
実
事
は
ふ
つ
と
す
ま
ぬ
事
と
、
僻
見
に
候
や
ら
む
、
老
朽
な
ど
は
存

じ
候
。 

本
朝
に
こ
そ
書
も
す
く
な
く
候
へ
ど
も
、
後
漢
書
以
来
、
異
朝
の
書
に
本

朝
の
事
し
る
し
候
事
共
、
い
か
に
も
〳
〵
実
事
多
く
候
。
そ
れ
を
ば
こ
な
た

に
不
吟
味
に
て
、
か
く
異
朝
の
書
の
懸げ

ん

聞ぶ
ん

之の

訛あ
や
ま
りと

申
し
や
ぶ
り
、
又
は
、
三

韓
は
四
百
余
年
本
朝
の
外
藩
に
て
、
そ
れ
に
見
へ
候
事
に
も
よ
き
見
合
せ
候

を
も
、
右
の
如
く
に
や
ぶ
り
す
て
候
。
本
朝
国
史
〳
〵
と
の
み
申
す
事
に

候
。
ま
づ
は
本
朝
の
始
末
、
大
か
た
夢
中
に
夢
を
説
き
候
や
う
の
事
に
候
。

老
朽
史
疑
、
せ
め
て
日
本
紀
に
見
へ
候
時
代
迄
の
事
済
候
て
も
、
よ
ほ
ど
実

録
の
心
得
に
は
な
る
べ
く
候
歟
と
存
候
へ
ど
も
、
成
否
は
天
に
任
し
候
よ
り

外
に
な
く
候
。 

②
佐
久
間
洞
厳
　
宛
　
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
春 

今
度
、
史
疑
の
神
代
系
記
の
中
に
は
、
あ
ら
あ
ら
そ
れ
ら
の
事
に
も
及
び

候
。
拠い

ま
に
よ
り
い
に
し
へ
を
し
ら
べ

今
験
古
候
事
は
、
事
に
は
よ
り
候
へ
ど
も
、
如

か
く
の
ご
と
き
此
の
事
は
、
大
き
に

ゆ
き
ち
が
ひ
あ
る
事
に
候
。
古
を
論
じ
候
に
は
、
我
身
を
古
に
置
き
候
て
、

古
の
時
を
以
て
古
の
事
を
論
じ
候
は
で
は
参
ら
ぬ
事
に
候
。
去
年
や
ら
む
も

水
戸
の
衆
へ
、
魏
志
に
候
倭
国
の
国
名
は
い
か
に
と
た
づ
ね
候
へ
ば
、
伝
聞

の
訛

あ
や
ま
りと
見
へ
候
て
一
所
も
存
寄
無こ

れ
な
き
よ
し

之
由
に
候
き
。
老
拙
見
候
て
は
、
し
れ
候

は
ぬ
は
五
六
ヶ
国
も
候
か
。
不
残
た
し
か
に
当
時
も
候
所
々
に
候
。
此
魏
志
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は
、
其
時
に
彼
国
の
使
往
来
候
て
、
見
聞
の
及
び
候
所
を
し
る
し
候
故
に
、

里
数
戸
数
迄
も
た
し
か
に
て
、
け
く　

こ
な
た
の
今
日
が
伝
聞
の
訛
に
て
、

魏
志
は
実
録
に
候
。
如

か
く
の
ご
と
き此の

所
が
古
学
の
益
あ
る
事
に
て
、
第
一
の
要
に
候
。

日
本
紀
な
ど
は
、
は
る
か
に
後
に
こ
し
ら
へ
た
て
候
事こ

と
ゆ
え故
に
、
大
か
た
一

事
も
尤

も
つ
と
もら
し
き
事
は
な
き
事
に
候
。
地
名
な
ど
は
、
種
々
む
か
し
人
の
か
た

は
し
申
伝
候
事
共
を
し
る
し
た
て
候
故
に
、
地
理
に
た
が
ひ
候
事
共
候
。
某

史
疑
の
作
は
こ
れ
ら
の
た
め
の
物
に
候
。
す
で
に
天
武
天
皇
の
、
旧
事
紀
は

い
つ
は
り
多
く
候
と
て
、
御
改
候
は
ん
と
の
詔
候
処
に
、
崩
御
に
て
其
書
功

成
り
候
は
ぬ
に
付
て
、
古
事
記
は
勅
撰
に
て
、
旧
事
と
は
よ
ほ
ど
ゆ
き
ち
が

ひ
〳
〵
し
候
て
、
い
か
に
も
実
録
と
見
へ
候
共
多
々
有こ

れ
あ
り之

候
。
殊
に
、
異
国

の
史
、
三
韓
の
国
史
に
引
合
せ
候
に
、
ひ
た
と
合
ひ
候
も
の
に
候
。
此
書
な

ど
を
、
世
に
は
な
に
も
な
き
や
う
に
心
得
候
事
、
よ
く
不
学
之
事
や
と
被

ぞ
ん
ぜ
ら
れ存

候
事
に
候
。

③
佐
久
間
洞
厳
　
宛
　
発
信
年
月
未
詳 

石せ
き
ぞ
く鏃
三
ツ
、
さ
て
〳
〵
め
づ
ら
し
く
忝

か
た
じ
け
な
く
ぞ
ん
じ
た
て
ま
つ
り

奉
存
候
。
此
物
の
事
は
本
朝

の
国
史
に
も
二
所
か
三
所
見
へ
候
。
某
方
に
も
、
鹿
島
の
浦
、
出
羽
由
利
郡
、

能
登
珠す

洲ず

郡
よ
り
出
候
と
、
此
た
び
被く

だ
さ
れ下
候
と
、
合
せ
て
十
に
罷ま

か
り
な
り成
候
。
南

部
に
居
候
親
類
共
よ
り
も
、
南
部
の
も
の
を
可

つ
か
は
す
べ
く遣
候
と
申
約
し
候
。
又
々

可つ
か
ま
つ
る
べ
く仕
候
。

此
物
、
俗
間
に
申
す
神
軍
の
矢
の
根
に
て
候
。
き
は
め
て
ふ
る
き
も
の
に

候
。
す
な
は
ち
、
書
経
に
候
砮ど

、
孔
子
家け

語ご

、
国
語
な
ど
に
候
石せ

き

砮ど

に
て
、

粛
慎
国
の
も
の
に
候
。
す
で
に
国
史
に
も
、
粛
慎
国
の
も
の
佐
渡
に
入に

ふ
は
ん犯
し

候
事
も
候
。
蝦
夷
地
よ
り
入
犯
の
事
も
候
。
次
に
、
壺つ

ぼ
の
ひ碑
に
靺ま

つ
か
つ
こ
く

鞨
国
へ
の
道

程
も
見
へ
候
。
靺
鞨
は
古
粛
慎
の
地
に
て
候
。
天
平
の
頃
迄
も
、
本
邦
よ
り

の
往
来
通
路
た
し
か
に
有
た
る
と
見
へ
候
。
太
古
の
時
に
彼
国
の
も
の
ど
も

入
犯
し
候
は
い
ふ
に
及
ば
ず
、
東
奥
、
常
陸
、
又
は
越
後
の
地
に
盤ば

ん
き
ょ拠
し
候

て
、
度
々
の
軍い

く
さ
も
候
を
、
俗
に
神
軍
と
は
申
伝
た
る
に
候
。
其
軍
有
之
候
時

に
か
ち
得
候
て
、
か
の
軍ぐ

ん
ぢ
ゃ
う仗
を
掘
り
埋
め
、
又
は
塚
な
ど
に
し
候
が
、
急
雷

雨
の
時
に
た
ゝ
き
出
さ
れ
候
を
、
国
史
に
は
降
り
候
と
心
得
候
て
し
る
し
置

れ
し
と
見
へ
候
。
仮
初
に
も
西
南
地
方
に
な
き
も
の
に
候
を
以
て
も
、
弥

い
よ
い
よ

以

て
粛
慎
の
楛こ

矢し

、
石せ

き

砮ど

、
孔
子
の
御
覧
及
ば
れ
候
も
の
と
存
じ
候
へ
ば
、
弥

い
よ
い
よ

生
の
物
に
候
。

神
武
を
以
て
本
朝
人じ

ん
わ
う王

の
始
と
し
、
国
史
に
見
へ
候
所
を
拠

よ
り
ど
こ
ろと

し
候
て

も
、
わ
づ
か
に
周
の
末
世
に
あ
た
り
候
。
あ
な
た
に
て
は
、
其
よ
り
さ
き
に

殷
、
夏
、
猶
そ
れ
よ
り
さ
き
に
三
皇
五
帝
、
い
か
ほ
ど
も
候
て
、
泰た

い
ざ
ん山

に
封ほ

う

禅ぜ
ん

の
君
七
十
二
代
の
中う

ち

、
管
仲
聞
及
ば
れ
候
十
代
、
孔
子
は
そ
れ
よ
り
少
し

多
く
聞
思
及
ば
れ
候
と
、
史
記
封
禅
書
に
も
候
へ
ば
、
異
邦
に
て
も
、
太
古

の
事
は
聖
賢
も
し
ろ
し
め
さ
れ
ぬ
事
い
く
ら
も
候
と
見
へ
候
。

こ
れ
を
以
て
見
候
へ
ば
、
神
武
よ
り
以
前
の
日
本
の
代
、
い
か
ほ
ど
も
神

代
に
て
聞き

き

も
及
ば
ぬ
候
べ
く
候
。
其
証
に
は
、
国
史
に
見
へ
候
所
に
、
能

登
、
近
江
、
遠
江
、
其
外
の
国
々
よ
り
も
、
地
中
よ
り
鐸ぬ

て

を
ほ
り
出い

だ

し
、
高

さ
三
尺
、
径
一
尺
の
も
の
い
く
ら
も
候
。
こ
れ
は
と
か
く
人
の
細
工
に
て
こ

し
ら
へ
候
も
の
に
て
、
神
代
以
来
、
さ
や
う
の
も
の
此
国
に
用
ひ
候
と
は
見

へ
ず
候
。
聞
も
及
ば
ぬ
神
代
に
、
そ
れ
ら
の
道
具
入
り
た
る
世
こ
そ
候
事
と

見
へ
候
ひ
つ
ら
め
。
況
や
神
代
と
申
す
世
も
よ
く
吟
味
し
候
は
ゞ
、
二
三
百

年
も
遠
き
代
の
や
う
に
書
な
さ
れ
候
事
と
見
へ
候
、
実
は
周
末
、
秦
の
始
に

相
当
る
べ
く
候
。

畢ひ
つ
き
ゃ
う竟、

皇
統
を
た
て
候
は
ん
と
て
、
そ
れ
よ
り
さ
き
の
事
は
申
消
し
候
て
、



　35

神
代
と
ま
ぎ
ら
か
し
候
と
見
へ
候
。
し
か
ら
ば
、
神
社
な
ど
の
類た

ぐ
ひ

の
本
縁
、

し
ら
れ
ぬ
事
い
く
ら
も
可こ

れ
あ
る
べ
く

有
之
候
を
、
見
候
事
の
や
う
に
き
は
め
候
は
ん

は
、
君
子
の
あ
る
ま
じ
き
事
、
疑
は
疑
を
伝
ふ
る
聖
言
に
大
き
に
た
か
ひ
候

べ
く
候
。
た
ゞ
少
も
拠

よ
り
ど
こ
ろの

た
し
か
に
候
事
を
以
て
き
は
め
た
も
の
と
、
愚

存
は
存
寄
候
迄
に
候
。
以
上

④
『
西
洋
紀
聞
』 

イ
、
凡
そ
、
其
人
博
聞
強
記
に
し
て
、
彼
方
多
学
の
人
と
聞
え
て
、
天
文
・

地
理
の
事
に
至
て
は
、
企

く
わ
だ
て

及
ぶ
べ
し
と
も
覚
え
ず
。 

ロ
、
其
教
法
を
説
く
に
至
て
は
、
一
言
の
道
に
ち
か
き
所
も
あ
ら
ず
。
智
愚

た
ち
ま
ち
に
地
を
易か

へ
て
、
二
人
の
言
を
聞
く
に
似
た
り
、
こ
ゝ
に
知
り

ぬ
、
彼
方
の
学
の
ご
と
き
は
、
た
ゞ
其
形
と
器
と
に
精
し
き
事
を
。
所
謂

形
而
下
な
る
も
の
の
み
を
知
り
て
、
形
而
上
な
る
も
の
は
い
ま
だ
あ
づ
か

り
聞
か
ず
。 

ハ
、
前
代
の
御
時
に
、
某
申
せ
し
事
も
あ
れ
ば
、
今
此
事
を
し
る
す
事
凡ソ

三

巻
。
初
に
は
、
此
事
の
始
末
を
し
る
し
て
、
長
崎
奉
行
所
よ
り
注
進
せ
し

大
略
を
う
つ
し
て
附
す
。
中
に
は
、
其
人
の
い
ひ
し
海
外
諸
国
の
事
共
を

し
る
す
。
終
に
は
、
某
問
ひ
し
に
、
答
へ
し
事
共
の
大
要
を
し
る
す
（
西

洋
紀
聞　

上
巻
）。

ニ
、
今
エ
イ
ズ
ス
が
法
を
き
く
に
、
造
像
あ
り
、
受
戒
あ
り
、
灌

く
わ
ん
ぢ
ゃ
う
頂
あ
り
、

誦ず
き
ゃ
う経
あ
り
、
念
珠
あ
り
、
天
堂
地
獄
・
輪り

ん

廻ね

報ほ
う

応お
う

の
説
あ
る
事
、
仏
氏
の

言
に
相
似
ず
と
い
ふ
事
な
く
、
其
浅
陋
の
甚
し
き
に
至
り
て
は
、
同
日
の

論
と
は
な
す
べ
か
ら
ず
。
明み

ん

季き

の
人
、
其
国
の
滅
び
し
故
を
論
ぜ
し
に
、

天
主
の
教
法
、
其
一
つ
に
居
れ
り
（
西
洋
紀
聞　

下
巻
）。




